
館
内
に
は
個
人
の
趣
味
作
品

を
は
じ
め
、
少
年
団
や
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
同
好
会
と
い
っ
た
団
体

活
動
を
紹
介
す
る
写
真
や
珍
品

な
ど
約
１
０
０
点
を
展
示
。
サ

ロ
ン
役
員
に
よ
る
飲
物
サ
ー
ビ

ス
も
行
わ
れ
、
多
く
の
見
学
者

で
賑
わ
っ
た
。

今
回
の
展
示
物
の
目
玉
は
、

算
額
・
山
田
方
谷
の
書
（
４
歳

の
と
き
の
手
形
入
り
）
・
小
田

川
堤
桜
植
樹
の
出
発
点
と
な
っ

た
古
い
写
真
な
ど
、
郷
社
足
次

山
神
社
が
所
有
す
る
約
10
点
。

算
額
は
和
算
（
日
本
独
自
の

数
学
）
問
題
が
解
け
た
記
念
に

神
社
等
へ
奉
納
し
た
絵
馬
で
、

岡
山
県
内
に
は
15
面
現
存
し
て

お
り
、
う
ち
２
面
が
足
次
山
神

社
に
あ
る
。

会
場
を
訪
れ
た
人
た
ち
は

「
珍
し
い
も
の
で
す

ね
」
と
足
を
止
め
、
古

い
板
に
描
か
れ
た
図
形

や
文
面
を
興
味
深
そ
う

に
見
つ
め
て
い
た
。

２
日
目
は
健
康
チ
ェ

ッ
ク
と
消
火
栓
の
説
明

会
＝
写
真
上
＝
が
あ
っ

た
。
井
原
分
団
第
３
部

の
瀬
藤
慎
二
部
長
ら
は

「
消
火
栓
は
初
期
消
火

に
有
効
」
と
前
置
き
し
、
歩
道

の
消
火
栓
と
器
具
箱
の
蓋
を
開

け
て
、
ホ
ー
ス
・
筒
先
・
ハ
ン

ド
ル
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

午
後
４
時
に
倉
掛
自
治
連
合

会
の
片
岡
宏
文
会
長
が
「
皆
様

方
の
お
陰
で
充
実
し
た
文
化
祭

を
開
催
で
き
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
が
長
く
続
く
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
謝
辞
を
述
べ
、

閉
幕
し
た
。
次
回
開
催
は
２
０

１
９
年
の
予
定
。

サ
ロ
ン
あ
す
は
ク
リ
ス
マ
ス

会
が
つ
ど
え
～
る
で
12

月
３

日
、
会
員
ら
40
人
が
参
加
し
て

開
か
れ
た
。

細
羽
正
敏
民
生
児
童
委
員
の

開
会
挨
拶
に
続
い
て
、
二
胡
奏

者
の
渡
辺
氏
・
藤
岡
氏
・
土
屋

氏
が
「
桃
源
郷
」
「
宵
待
草
」

「
ふ
る
さ
と
」
「
見
上
げ
て
ご

ら
ん
夜
の
星
を
」
「
大
地
恋

歌
」
や
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

な
ど
を
演
奏
。
楽
器
の
説
明
も

行
わ
れ
た
。

後
半
は
役
員
が
扮
し
た
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
も
あ

り
、
和
や
か
な
集
い
と
な
っ

た
。倉

掛
少
年
団
秋
季
資
源
回
収

が
11
月
19
日
、
団
員
と
育
成
会

員
ら
約
40
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
た
。

午
前
８
時
に
Ｊ
Ａ
岡
山
西
駐

車
場
へ
集
合
し
た
団
員
は
、
渡

辺
大
輔
育
成
会
長
か
ら
注
意
を

聞
き
、
午
前
８
時
30
分
よ
り
ト

ラ
ッ
ク
６
台
で
玄
関
先
な
ど
へ

出
さ
れ
た
古
新
聞
や
古
雑
誌
、

ビ
ン
類
や
缶
類
を
回
収
。
荷
台

が
満
杯
に
な
る
と
集
積
所
へ
戻

り
、
業
者
の
コ
ン
テ
ナ
や
パ
ッ

カ
ー
車
へ
積
み
替
え
た
。

今
回
は
細
羽
正
敏
民
生
児
童

委
員
ら
の
協
力
も
あ
り
、
午
前

11
時
ご
ろ
に
す
べ
て
の
作
業
を

終
了
し
た
。

ア
ー
ト
の
世
界
を
表
現
す
る

「
い
ば
ら
ア
ー
ト
ル
ー
プ
商
店

街
」
（
岡
山
県
及
び
ア
ー
ト
で

地
域
づ
く
り
実
践
講
座
実
行
委

員
会
主
催
）
が
２
０
１
８
年
１

月
13
日
（
土
）
～
14
日
（
日
）

の
２
日
間
、
井
原
町
下
町
を
舞

台
に
開
催
さ
れ
る
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
作
品
展

示
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
多
彩
。
時
代

の
移
り
変
わ
り
も
体
感
で
き

る
。
壁
画
や
空
き
家
の
活
用
、

地
元
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
や
連

携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
効
果

に
、
内
外
か
ら
期
待
の
声
が
高

ま
っ
て
い
る
。
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（１）

〈発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会長／片岡宏文

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

ア
ー
ト
ル
ー
プ
商
店
街

１
月
13
日
～
14
日
開
催

濱田 好宏 18-1組 陶芸・焼湯のみ

濱田 典子 18-1組 手芸・ﾊﾟｯﾁﾜｰｸほか

三宅 勝 9 組 木彫・鶴

三宅紀美子 9 組 きり絵・桜咲く

山岡八重子 8 組 陶芸・俳句ほか

柳本 康江 6 組 書道・ながめつる

丸山 節子 18-1組 洋裁・スーツ

片岡 宏文 14 組 標本・井原の蝶

片岡 文子 14 組 花・ﾊﾝｷﾞﾝｸﾞﾊﾞｽｹｯﾄ

佐能 直子 13-3組 ハーバリウム

渡辺 公恵 15-1組 水彩画・かぶらほか

山岡 邦夫 7 組 短尺・俳句

山岡 千尋 7 組 書道他

山岡 朗子 7 組 パッチワーク②

西山麗乃亜 13-1組 折りづる

西山 麗音 13-1組 こま（折り紙）

西山 加菜 13-1組 掛け時計ﾃﾞｺﾚｰｼｮﾝ

梶谷美奈子 18-3組 ﾌﾞﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞﾌﾗﾜｰ

村上 博美 5-2組 珍品・独楽

片岡 秀憲 17 組 写真②

小林 和幸 13-1組 木彫②

渡辺 元子 4 組 書道・般若心経

広井富貴子 14 組 着物リメイク

寺内知久子 1 組 写真・ふる里

西山 英子 13-1組 木目込み

川相 良子 5-2組 写真・ようこそ…

実森 澄子 5-2組 パッチワーク②

渡辺 研一 4 組 2017倉掛写真集

倉掛山岳同好会 写真集・写真額

倉掛ソフト同好会 写真集・写真額

消防団第３部 写真・賞状ほか

倉掛パソコンクラブ 写真＆作品集ほか

倉掛自治連合会 賞状&倉掛新聞ほか

つどえ～る つどえ～る通信

佐藤 敏弘 16 組 写真②

佐藤美弥子 16 組 写真②

郷社足次山神社 算額＆書＆写真

田原耕太郎 13-1組 額・備中神楽ほか

サロンあすは 写真・年間活動

倉掛少年団 陶芸・写真ほか

遠藤 生三 8 組 木彫・良寛立像

遠藤早知子 8 組 盆・しゃくやく

森山 芳子 13-2組 ３Ｄアート

小川 晃平 1 組 新体操優勝写真ほか

小川 恭平 1 組 新体操優勝写真ほか

山本 勝己 13-1組 備前焼・○△□

片岡 典子 17 組 絵画・時-ﾒﾒﾝﾄﾓﾘ

増成 容子 14 組 ﾄｰﾙﾍﾟｲﾝﾄ・Ｘmas

山岡 弘幸 7 組 グレ魚拓１匹長寸

山岡 節子 15-1組 手 芸

朝原 久子 17 組 ボールペン習字

丸山 敏美 18-2組 珍品・青函海底石

細羽 正敏 5-2組 ビーズ絵

藤原 朱実 18-1組 ハーバリウムほか

関戸智津子 4 組 ﾊﾝｷﾞﾝｸﾞﾊﾞｽｹｯﾄほか

西村 亮子 2 組 着物リメイク

藤井 純子 18-2組 着物リメイク

若林恵美子 2 組 煎茶取込盆ほか

大西 博美 16 組 日本画②

高田 淳子 8 組 懐かしの人々

細羽 啓子 5-2組 ﾊﾝｷﾞﾝｸﾞﾊﾞｽｹｯﾄ

妹尾 文彦 3 組 水墨画・魚

妹尾 嘉大 3 組 色紙額・書

渡辺 悦已 15-1組 生け花

松井千鶴子 福 屋 生け花

妹尾 紀子 3 組 生け花

戸井 淑恵 17 組 絵手紙②

≪出品一覧≫
※敬称略

下
町
で
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

サ
ロ
ン
あ
す
は
ク
リ
ス
マ
ス
会

第
５
回
倉
掛
文
化
祭

住民交流の促進を図ろう

と第５回倉掛文化祭（倉掛

自治連合会主催）がつどえ

～るで１２月９日から２日

間の日程で開かれた。

親
子
で
資
源
回
収

地
元
住
民
ら
協
力

倉
掛
少
年
団

サ
ン
タ
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

展
示
作
品
な
ど
を
見
な
が
ら
談
笑
す
る
人
た

ち
＝
つ
ど
え
～
る
・
12
月
10
日



倉
掛
少

年
団
防
火

パ
ト
ロ
ー

ル
隊
の
出

発
式
が
11

月
９
日
、

つ
ど
え
～

る
で
行
わ

れ
た
。

集
ま
っ

た
約
50
人

を
前
に
育

成
会
の
渡
辺
大
輔
会
長
が
、

「
き
ょ
う
か
ら
15
日
ま
で
全
国

火
災
予
防
運
動
の
期
間
。
倉
掛

少
年
団
は
２
日
間
、
防
火
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
大
き

な
声
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
。

来
賓
の
井
原
小
学
校
の
伊
藤

祐
二
郎
校
長
は
「
地
域
の
た
め

に
し
っ
か
り
と
火
災
予
防
を
呼

び
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

に
は
倉
掛
が
大
好
き
、
井
原
が

大
好
き
、
そ
う
い
う
大
人
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
。

続
い
て
倉
掛
自
治
連
合
会
の
谷

和
政
副
会
長
は
「
こ
の
防
火
ク

ラ
ブ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
昭
和
61

年
に
始
ま
り
今
年
で
32
回
目
と

な
り
ま
す
。
先
輩
た
ち
に
負
け

な
い
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
。
井
原
分
団
の
竹
内
誠
本

部
長
は
「
外
は

暗
い
の
で
、
周

囲
に
気
を
付
け

て
安
全
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ

団
員
を
激
励
し
た
。

こ
の
あ
と
少
年
団
員
と
育
成

会
員
は
、
拍
子
木
を
打
ち
な
が

ら
全
国
統
一
防
火
標
語
「
火
の

用
心

こ
と
ば
を
形
に

習
慣

に
」
な
ど
と
呼
び
掛
け
た
。
翌

10
日
は
午
後
７
時
30
分
よ
り
倉

掛
の
南
部
を
巡
回
し
た
。

倉
掛
少
年
団
ク
リ
ス
マ
ス
会

が
井
原
公
民
館
で
12
月
３
日
、

低
学
年
の
児
童
も
加
わ
り
賑
や

か
に
開
か
れ
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
育
成
会
の

渡
辺
大
輔
会
長
が
「
き
ょ
う
は

し
っ
か
り
楽
し

ん

で

く

だ

さ

い
」
と
挨
拶
。

キ
ャ
ン
ド
ル

サ
ー
ビ
ス
に
続

い
て
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
や
２
人
羽

織
な
ど
、
学
年

別
の
出
し
物
は

そ
れ
ぞ
れ
に
愉

快

で

ユ

ニ

ー

ク
。
育
成
会
員

が
凝
っ
た
衣
装
で
ピ
カ
チ
ュ
ウ

や
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
な
ど
に
扮

し
て
登
場
す
る
と
、
会
場
は
爆

笑
に
包
ま
れ
た
。

４
チ
ー
ム
の
登
校
班
に
分
か

れ
て
一
人
が
６
個
の
空
き
缶
を

積
ん
で
元
の
箱
に

戻
す

か
ん
か
ん

リ
レ
ー

は
、
本

気
モ
ー
ド
の
末
に

つ
ど
え
～
る
班
の

勝
利
。

最
後
に
子
ど
も

た
ち
へ
素
敵
な
プ

レ

ゼ

ン

ト
が

あ

り
、
参
加
者
全
員

が
ニ
コ
ニ
コ
顔
で

閉
会
し
た
。

第
５
回
つ
ど
え
～
る
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
が
決
ま

り
、
12
月
13
日
か
ら
展
示
が
始

ま
っ
た
。

こ
の
た
び
は
47
点
の
応
募
が

あ
り
、
そ
の
中
か
ら
中
世
夢
が

原
（
美
星
町
）
で
行
わ
れ
た
刀

鍛
冶
の
実
演
を
巧
み
に
と
ら
え

た
金
澤
洋
平
さ
ん
（
芳
井
町
）

の
「
火
花
散
る
」
が
金
賞
に
選

ば
れ
た
。

つ
ど
え
～
る
の
関
係
者
は

「
迫
力
に
満
ち
た
も
の
や
、
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
も
の
な
ど
、

『
井
原
自
慢
』
の
テ
ー
マ
に
沿

っ
た
多
彩
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ

た
。
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場

い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。
１
月
７
日
ま
で
。
12
月
28

日
～
１
月
４
日
は
休
館
。

い
き
い
き
百
歳
体
操
と
元
気

ア
ッ
プ
体
操
を
セ
ッ
ト
で
行

い
、
健
康
的
な
生
活
に
求
め
ら

れ
る
体
力
を
身
に
付
け
よ
う
と

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指
導
で

始
ま
っ
た
ぼ
っ
け
え
体
操
。

つ
ど
え
～
る
を
会
場
に
９
月

15
日
、
第
１
回
目
が
行
わ
れ
以

後
、
毎
週
金
曜
日
に
15
人
か
ら

20
人
が
参
加
。
ワ
ン
タ
ッ
チ
で

取
り
外
し
が
で
き
る
重
り
を
腕

や
足
に
付
け
て
の
筋
力
運
動
効

果
も
あ
っ
て
、
多
く
の
人
た
ち

の
体
力
向
上
が
み
ら
れ
た
。
今

後
も
継
続
す
る
。
問
い
合
わ
せ

は
細
羽
正
敏
民
生
児
童
委
員
、

又
は
つ
ど
え
～
る
事
務
局
へ
。
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12/27  つどえ～る仕事納め
1/ 1～2 郷社新年祈願祭
1/ 5  つどえ～る仕事始め
1/ 7  井原分団第３部試運転日
1/ 7  井原市成人式
1/ 7  つどえ～る写真コンテスト

作品展示最終日（18:00迄)

1/13  資源の日 7:30～9:00 市
古紙古着・廃食油回収

1/13  いばらアートループ商店街
井原町下町（1/13～14）

1/20  人権が尊重されるまちづくりの
集い（芳井生涯学習センター）

1/20  倉掛自治連合会
役員会＆防犯パトロール

1/21  井原市消防出初式
1/27～28 生涯学習の集い・まなびフェ

スタinいばら（アクティブ）
2/ 3～4 郷社厄除け祈願祭
2/ 4  井原分団第３部試運転日
- - - - - - - - - - - - - - - - -
※倉掛パソコンクラブ（つどえ～る）

土曜日13:30～ 日曜日9:30～

※つどえ～るカフェ（祝祭日は休み）
金曜日＆日曜日10:00～15:00

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報

郷社足次山神社が年末年始行事の日程を次
のとおり決めた。厄除け祈願祭は事前に川相
肇総代長（62-5626）へ申込む。１件3,000
円。名前入り木札は当日授布し代理可。欠席
者には後日届ける。
越年祈願祭：12月31日 23：45～ 0：30
新年祈願祭：１月１日 9：00～15：00

１月２日 9：00～15：00
厄除け祈願祭：２月３日～４日

9：00～12：00

井原町球技大会（グラウンドゴルフ）が井
原小学校で１１月５日、町内８地区から１２
チームが参加して熱戦を繰り広げた。
結果、団体優勝は新町Ｂ、２位清迫、倉掛

は健闘して３位。個人戦ジュニアの部で倉掛
８組の田中瞭一君（小６）が優勝した。

■郷社新年祈願祭＆厄除け祈願祭

「
井
原
自
慢
」
を
展
示

３
カ
月
間
の
体
操

多
く
が
体
力
向
上

ぼ
っ
け
え
体
操

少
年
団
防
火
ク
ラ
ブ

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

倉
掛
少
年
団
ク
リ
ス
マ
ス
会

倉
掛
夏
目
地
区
の
井
原
分
団
第
３
部

消
防
団
有
志
に
よ
る
千
歳
楽
が
10
月
22

日
、
台
風
21
号
の
影
響
で
降
り
し
き
る

雨
の
中
を
練
り
歩
い
た
。

倉
掛
少
年
団
み
こ
し
も
郷
社
で
お
祓

い
を
受
け
た
後
、
関
係
者
約
60
人
は
全

員
雨
カ
ッ
パ
を
着
て
倉
掛
地
内
を
一
巡

し
、
と
も
に
心
意
気
を
示
し
た
。

消防団有志＆少年団

「サンマを焼いても家焼くな」

つどえ～る

■井原町球技大会（井原公民館主催）

の鬼祭り


